
情報科学部から巣立つ
情報科学部長 石光俊介
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情報科学部で学び、
情報化社会を支える
技術を身につける

最先端技術を創る

地域社会の情報分野の
リーダに

情報科学部から巣立つ

大学生活における立志について

• 自分探し、学科選択（講義）
– 自分には天から授かったかけがえのない尊い独特

の持ち味があると信じて、それを見つける

• 自分の持ち味を卓越した状態にまで高めるように
努力する（卒業研究）

• 立志とは自分の持ち味を発揮することが世の中の
人々のために役立つという自分独特の道を見つけ、
その道に志すこと(社会へ)

岩橋文吉 人はなぜ勉強するのか 千秋の人 吉田松陰 モラロジー研究所

科学技術・イノベーション基本計画

2025．8．5 讀賣新聞

2025．9．18
讀賣新聞
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情報科学分野は安泰か？

• 実力がある学生でも履歴書
がアルゴリズムによって機
械的に選別(米)

• 米テック業界で働く25～29
歳の若年層の失業率は昨年
初頭に比べて約3％上がっ
た。これは失業率全体の伸
びの4 倍以上に相当（ゴー
ルドマン・サックス8月）
→生成AIの普及により、全
米労働者の67％が最終的に
職を失う可能性
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2025．7．7 讀賣新聞

https://www.mpower-partners.com/jp/blog/kyodo-
tsushin-20250829

4年3年2年１年
後期前期後期前期後期前期後期前期

全学共通系科目・外国語系科目・資格取得科目（教職科目）
☆「英語」教育の充実 ☆キャリア教育

専門基礎
☆数学、プログラミングを重点的に

卒業研究

教育課程編成

☆地域志向人材育成科目
☆グローバル人材育成プログラム

大
学
院

卒業

早期卒業卒業研究

専門科目

イノベーション人材育成
プログラム優秀修了

飛び級
早期進学

大
学
院
入
試

＋産学連携教育の実施

就
職卒業

大学院進学支援の奨学金制度

広島の『ものづくり魂』を高度知能化で継承する：次世代博士人材育成プログラム
広島市立大学のSPRING事業ビジョン、育成モデル、および社会実装エコシステム

戦略的ビジョンと4層の専門性

社会実装と自己ブランディングの好循環

3つの育成区分による多様な人材像

「人間中心」の
高度知能化
社会の牽引
芸術・平和・国際の知見を工学に融合し、
未来をデザインできる多角的視野を育成します

産総研・マツダ等との
強固な連携
長期インターンシップや共同研究を通じ、
現場の課題を学術的に解決する力を磨きます

自己ブランディングによる
市場価値向上
国際学会発表を「名売り」と定義し、自律的に
キャリアを切り拓くスキルを標準化します

修了生の高度専門職就職率100%
アカデミア・産業界・公共機関のリーダーとして活躍する「知の拠点」を確立します

一般学生（開拓者）

留学生（架け橋）

社会人（変革の牽引者）

専門性を支える4つの技術レイヤー

4. ヒューマン
人間中心設計、倫理、社会実装視点

3. ネットワーク・基盤
通信、セキュリティ、情報インフラ

1. フィジカル

ものづくり基盤、物理層

2. データ・知能
AI、データサイエンス、知能化技術

地域密着「ものづくり」の共同研究が活発な広島市立大学の
強みを活かす
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• 自分には天から授かったかけがえのない尊い独特
の持ち味がある

• それを見つける

あらゆる分野でIT人材が求められている
↓

自分の持ち味を卓越した状態にまで高めるように努力
する

自分の持ち味を発揮することが世の中の人々のために
役立つという自分独特の道を見つけ、その道に志す


